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会となってしまうが、多くの聴衆の皆さまが辛抱強

く最後までお聴きいただいたことに感謝を申し上げ

たい。とくに最後のシンフォニックバンドのステー

ジでは、鳴りやまない拍手に応えてアンコール曲が

演奏され、また来年の音楽祭での再会を約して音楽

祭を終了した。

最後に、今回の音楽祭の実施に当たり、客演の演奏

家の方々、各方面で支援していただいた方々に謝意

を表する。

なお、2002年の第28回三浦学園音楽祭は11月9日、

愛知厚生年金会館で開催される予定となっている。学

園教職員の積極的なご協力とご支援をお願いしたい。

（大学教授・応用化学科　佐藤　厚）

「授業作りに関するアンケート調査」
の報告会

第4回FDフォーラム開催

大学教育研究センター・FD実施支援対策検討部会

が主催する第4回FDフォーラムが去る12月5日午後

開催された。年末の大変慌ただしい中、山下興亜副学

長はじめ約 80 人の参加を得た。このように多数の

方々の参加が得られたことに教員の授業作りに対す

る並々ならぬ熱意が感じられた。

今回はタイトルのとおり、昨年実施した「授業作り

に関するアンケート結果の報告」を中心に参加者と

の意見交換を行った。

「授業作りに関するアンケート調査」は講義担当常

勤教員185人を対象に実施、昨年1月に配付し3月末

に締め切った。その結果104人の方々（56.2％）より

貴重な意見や熱心な回答が寄せられた。5月以降FD

実施支援対策検討部会で分担して回答内容を分析し

た。内容の記述・表現方法について何度も検討を重

ね、ようやく報告書を作成し当日配付することがで

きた。

アンケートの内容はネット上で既に公開されてい

るが、配信ご希望の方は大学教育研究センターまで

お問い合わせ願いたい。

フォーラムでは坪井和男大学教育研究センター長

の開会あいさつの後、①「アンケートの実施からまと

めまでの全体報告」を小野が行い、②「授業計画シラ

バスの作成とその効果」は大門正幸助教授（英語英米

文化学科）の司会によって報告し、「ホームページに

よるシラバスの公開事例」について小栗成子講師（語

学センター）が発表した。さらに③「授業運営」につ

いて授業を進める上で心がけていること、技術的な

ことで工夫していることなど、その内容について河

内信幸教授（国際文化学科）が報告した。最後に④

「成績評価」について、絶対評価か総合評価か、また

は相対評価との違いを分析して数値で示すなどしな

がら後藤英雄助教授（電気工学科）が報告した。

各セッションでも活発な質疑と応答、意見交換が

あり盛会のうちに終了したものの、内容について十

分議論できる時間が取れなかったことは少し残念で

ある。最後の三浦真琴大学教育研究センター副セン

ター長の閉会のあいさつにあったように、FD活動は

中部大学においては緒に付いたばかりであり、まだ

まだ道のりは遠いと思われる。その過程で「学生と教
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員が同じ土俵で切磋琢磨できるか」が中部大学の今

後の発展にも大きく関わってくると考えられるだけ

に、当フォーラムが今後の活動の出発点となるよう

希望する次第である。

（大学教授・FD実施支援対策検討部会長　小野博宣）

「21世紀の子どもたちが危ない」
第12回国際関係学部フォーラム

を開催

大学国際関係学部主催の第 12 回目のフォーラム

『21世紀の子どもたちが危ない―難民・エイズ・地雷・

少年兵・飢餓…―』が去る10月20日、名古屋キャン

パスで開かれた。一般参加者と学生合わせて120人余

りが出席した。

まず、飯吉厚夫学長が立ち「本日のテーマはニュー

ヨークで発生したテロ、米国のアフガニスタン空爆

などと関連して、大変ホットなものになりました。今

日は皆様とともに考える機会になればと思っており

ます」とあいさつした。

この後小倉貞男教授（国際関係学科）がモデレー

ターになり「今日のテーマとなった問題はすべて関連

しており、深く考え、行動に移して行こうとしたのが

今回の企画のきっかけ」と述べ、最初の報告者、早稲

田大学政治経済学部教授の平野健一郎氏を紹介した。

平野氏はテロの光景の中に文明の崩壊を見たとし

た上で、1970年代を境に現代の国際社会はトランス

ナショナルな様相を帯びてきており、子どもたちも

国家や、国境で守られている時代ではなくなった。子

どもを取り巻く国際政治の変化を前提に、テーマに

ある問題を考えて行くべきだと報告した。

国連世界食糧計画（WFP）日本事務所長の松村裕

幸氏は、今日のテーマがすべて描き尽くされている

という3分間のビデオを上映し、次にパワーポイント

で世界の飢えの状況を表した地図を見せながら、世

界の60億人のうち8億人が飢えていること、そのう

ち3億人は子どもであること、今注目のアフガニスタ

ンの戦争と飢餓の原因などについて報告した。

最後に、難民を助ける会理事長の柳瀬房子氏が報

告に立ち、難民になるのにも体力がいること、世界に

7,000万個もの地雷が埋められていることなどを、カ

ンボジアの地雷原で見つかった地雷を見せながら話

し、当面の活動の中心であるアフガン難民への支援

と、ニューヨークの子どもたちへ「愛のポシェット」

を送る活動への協力を訴えた。

この後、会場からの質問を紹介しながらパネル

ディスカッションに移った。ここでは大学の学生な

どからの活発な質問や提言などが飛び出した。それ

に答えて、柳瀬氏が若い人へ「もっと勉強をしてまず

自分の意見を持ち、相手の人たちの社会、歴史、文化

を理解してほしい。もっともっといいものに触れて

ほしい、いい音楽を聴いてほしい、いい映画を見てほ

しい、いい恋愛もしてほしい、そして、すてきな大人

になってほしい」とエールを送った。

最後に、長島信弘国際関係学部長があいさつに立

ち「国際関係学部の教員一同はいわゆる専門家です

が今日のテーマのようなことになるとアマチュアで

す。ただいいアマチュアになりたいというのが願い

です」とフォーラムを締めくくった。

国際問題研究所長が学長を訪問
あか剤処理研究依頼の
あいさつのため

日本政府は1997年に成立した化学兵器禁止条約に
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